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アの農村住民組織について研究してきたので、村に来るとまず気なるのは住民の組織 のことである。村のリーダーからＰ村の開発について聞いてみると、学校を建てた道路を造っ と、初めから終わりまでインフラ整備 話しであった。驚いたのはそ 原資である。Ｐ村で酒を売ろうとする業者から、村がコンセッショ 料を徴収したという。こうして住民が用意した資金に対し、政府が追加補助をする制度があって、インフラ整備の資金ができたのだった。　
一九八〇年代、ＡＰ州では酒の
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の共同行動の現れ方に、三つの特色をみたように思う。まず 村人と外部 商人などとの間で行われる経済取引や施設（灌漑水路や上水道施設）利用において村が独占的な環境を作り出し、それ よって生まれる利潤の一部を村としてプールして、公共事業や公 サービスのために使っているということ。次に、こうした共同活動が組織されるのは、村落パンチャヤットではなく集落とい 社会単位であるということ。そして最後に、こうした資源獲得―運用型の共同は、村人に対する何らかの強制力に裏打ちされているらしいこである。（し
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